
先人たちが残してくれた
 「災害の記憶」を未来に伝えるⅣ

和歌山県立博物館施設活性化事業実行委員会

－命と文化遺産とを守るために－
【新宮市・北山村】



この冊子を読まれる皆さんに

平成23年（2011）9月の紀伊半島大水害によって，たくさんの尊い
命と財産（文化遺産を含む）が奪われました。今後も洪水や土砂災害，
さらに東海・東南海・南海3連動地震や南海トラフ巨大地震の起こる
可能性が指摘されています。

こうした災害から自らの命と財産（文化遺産を含む）を守るための活
動を，日ごろから継続しておこなっていく必要があります。その一環
として，わたしたちは災害が起こる前に，地域に眠る過去の「災害の
記憶」を呼び起こし，地域の人々に伝えていくことが必要であり，津
波や洪水による浸水が予想される地域に残されている文化遺産を把握
することも大切であると考えています。

和歌山県域には，地震津波被害や洪水被害の想定される対象地域
が広範囲に及んでいることを踏まえ，平成29年度は新宮市・北山村
を対象に，「災害の記憶」の発掘と文化遺産の所在確認をおこないまし
た。この冊子では，その調査成果の一部を紹介しています。

この冊子が，これから起こりうる災害に対して，自らの命と身近に
ある地域の貴重な文化遺産を守っていく活動への一助となることを期
待してやみません。

最後になりましたが，昨年10月の台風21号による豪雨によって被
災された皆さまに対して，心からお見舞い申しあげます。

　　　　平成30年1月17日

和歌山県立博物館施設活性化事業実行委員会

委員長　伊東  史朗
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この冊子で主に取りあげる過去の災害

1707年宝永地震津波　宝永4年10月4日（グレゴリオ暦1707年10月28日）午後2
時ごろ，静岡県の御前崎沖から四国沖を震源域（M8.6と推定）とする，有史以来の
最大級の地震とそれに伴う津波が発生しました。和歌山県域でもかなりの被害が
あったと想定されていますが，被害の状況を伝える記録はあまりありません。

1852年嘉永の干ばつと洪水　嘉永5年7月20日から21日（グレゴリオ暦1852年
9月3から4日）にかけて大風雨となり，北山川や熊野川では洪水が発生しました。
この年は，5月ごろから四国をはじめ紀伊半島，知多半島におよぶ範囲で晴天が続
き，干ばつとなっていたことから，各地で雨乞（あまごい）がおこなわれていまし
た。洪水被害の中心が山間部だったこともあってか，記録はほとんど伝わっていま
せん。

1854年安政地震津波　嘉永7年（安政元年）11月4日（グレゴリオ暦1854年12月
23日）午前9時ごろ，遠州灘沖を震源とする東海地震とそれに伴う津波が発生し，
その約32時間後の5日午後5時ごろ，紀伊半島沖を震源とする南海地震とそれに伴
う津波が発生しました。いずれもM8.4と推定され，この地震津波によって，多く
の被害が出ました。これに関する記録は，比較的多く残されています。

目　　　次

＊�この冊子は，『平成29年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業』に基づき，和歌山県立博物館
施設活性化事業実行委員会が実施した「地域に眠る『災害の記憶』と文化遺産を発掘・共有・継承する事業」
の成果です。
＊�和歌山県立博物館施設活性化事業実行委員会は，和歌山県立博物館，和歌山県立博物館友の会，歴史資料保全
ネット・わかやまで構成されています。
＊本事業の調査員は下記の通りです（五十音順，太字は本書の執筆者）。
　�木村修二　鈴木裕範　砂川佳子　藤 隆宏　浜田拓志　藤本清二郎　前田正明　松下正和　三本周作
＊本書の編集は前田がおこないました。
＊表紙は熊野奇勝図帖（和歌山県立博物館蔵）　上段は熊野川と北山川との合流付近　下段は熊野川河口付近
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新宮城は，元和元年（1615）の一国一城令で破却を命じられましたが，新たに配置さ
れた水野氏によって，寛永10年（1633）に再建されました。江戸幕府が紀伊藩に命じて，
正保年間（1644〜48）に作成させた紀伊国新宮城之図（左下写真）には，城内にあった本
丸・天守台，鐘ノ丸，松ノ丸などの郭〈くるわ〉や各郭の石垣と塀，門などが見えます。一
方城下をみると，城の南西側に家臣の住む「侍屋敷」，西側の「新宮権現」（熊野速玉大社）
に向かう道沿いや南に延びる横町通り（現在の国道42号辺り）の両側には「町屋」がみえ
ます。
宝永地震津波によって，新宮は大きな被害を受けました。熊野年代記（個人蔵）には，

「熊野で大地震があり，町屋・村方の家が悉く崩れ，死者もでた。浦々では津波で家が流
された。（中略）。新宮の町中の人は「神前芝ノ内」（熊野速玉大社の境内ヵ）に仮住まいを
したが，前代未聞のことだ。揺れは24日間（別本では7日間）続いた。（中略）。地震後，
汐は以前よりも5〜6丁（500〜600m）ほど内陸まで入ってきた。地面が下がったため
であろうか。」と記されています。また，三ノ村組大庄屋西家（三重県紀和町）に残る丹鶴
城秘録には，「城や侍屋敷・町屋の家所垣や石垣が潰れ，浦々には津波，近くの熊野川
まで大浪が押し寄せ，至る所でけが人がでた」と記されています。さらに，新宮から離
れた請川組大庄屋（田辺市本宮町）に残され
た御用留之帳（左下写真）にも，「大地震で
新宮城は大破し，城下の侍屋敷や町屋，浦
方は津波，山手は山が大きく崩れ，大きな
被害がでた。物価も上がり，世の中は困窮
し，田畑も荒れた」と記されています。
幕府に提出した紀州新宮城絵図（左上写
真）には，地震で被害を受けた大手道の登
り口，水ノ手から松ノ丸への道が赤く彩ら
れています。翌年出された幕府の修復許可
書には，「本丸14か所，二丸三丸16か所，
南曲輪13か所の石垣」の修復が認められて
います。絵図には描かれなかった場所で
も，被害が相当あったことかわかります。
築城以来，新宮城の石垣は地震や台風

（大雨）で崩落を繰り返し，幕府の許可を得
て，修復がおこなわれました。近年の発掘
調査で，宝永地震で崩れたとみられる石垣
の痕跡が，大手門付近に残っていることが
明らかになっています（右写真）。

御用留之帳（部分）
本宮教育事務所蔵

〔重要文化財〕紀伊国新宮城之図（部分）　国立公文書館内閣文庫蔵
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裁判所前

同絵図に描かれた石垣破損場所の現況
（写真提供：新宮市教育委員会）

紀州新宮城絵図に描かれた石垣破損場所
（破損部分が朱線で囲まれている）

1707年宝永地震津波と新宮 新宮市新宮
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1854年安政地震津波と佐野 新宮市佐野
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安政年間には，日本列島各地で地震が多発しました。特に嘉永
7年（1854，12月に安政に改元）には，6月15日（旧暦）午前2時ご
ろに伊賀上野地震（推定M7.2）が発生し，およそ半年後の11月4
日には東海地震（推定M8.4），翌5日に南海地震（推定M8.4）が発
生しています。宝永以来の南海トラフ巨大地震である東海・南海
地震の被害を受けた本州から四国にかけての南の海岸では，各地
で巨大津波の被害も受けています。しかし，新宮市域では，地震
動に伴う家屋の倒壊や火災が甚だしかったことが諸書に記録され
ていますが，津波についての記録は少なく，わずかに校定年代記
（『新宮市誌』）に，熊野川を遡った津波が「熊野地の材本

（ママ）

，牛の鼻」
（河口より約3.4㎞）に達したとあるのみで，大きな被害は記録さ
れていません。
同書によれば，三輪崎は津波により浜手の地形が低くはなった
が「無事」だったとあります。隣村の佐野でもほぼ同様だったと思
われますが，佐野にある南珠寺の旧山門の部材に書かれていた銘
文によれば，一連の大地震による山門の被害の大きかったことが
示唆され，5年後の安政5年にようやく再建したことが記録され
ています。
平成11年に再建される以前の南珠寺山
門は，寺伝によれば，津波によって流され
てきたケヤキの大材を用いて再建されたと
言われています。銘文が記されていた部
材（ケヤキ）は門扉の板を支える中桟〈なかざ
ん〉で，反りを防止するための吸付桟〈すいつ
きざん〉の加工があります。銘文面の両端に
吸付桟が造り出され，扉板に掘られた同形
の溝に横から叩きながら差し込んで固定させるものです。そのた
め銘文面全体が外気から隠される形となり，他の三面が長年風雨
にさらされたための風化が見られるのに対し，銘文面はほとんど
風化がみられません。銘文と逆向きに「板付」と書かれた文字が見
えますが，これは大工が作業中に書いたものでしょう。
棟札などの木板に地震や津波の記録が記されることはしばしば
ありますが，建物の部材に記録される例はほとんど確認されてお
らず，大変貴重なものといえるでしょう。
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石碑に刻まれた過去の土砂災害 新宮市熊野川町九重
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平成23年9月の台風12号豪雨により，新宮市熊野川町九重
では，北山川の氾濫に加え，土石流も発生しました。
土石流の発生原因を調査した後誠介さんら地盤の研究者によ
り，発生場所の北隣の沢筋でも過去に土石流が発生しているこ
とや，今後も土石流や地滑りが発生する危険性があることが明
らかにされました。
また，この場所には，過去の土砂災害発生を裏付ける犠牲者
の慰霊碑が
ありました。

この碑がある辺りは，江戸時代は北山川対岸の花井〈けい〉村（現在の三重県熊野市紀和
町花井）の一部で，「西の嶺」と呼ばれていました。
碑を建てたのは，花井村の医師湯川為善です。湯川家は江戸時代初めごろに花井村に
入り，代々為善と名乗り，医業を営んでいました。
碑文は，欠けて判読不能な箇所もあり，とても難解ですが，大意は次のようです。

　文政4年の三伏（夏のころ），何か（書庫の修理ヵ建設ヵ）をしようとして土を掘り返した
ところ，この「器」を見付けた。恐らくその昔，西の嶺が崩れたときのものであろう。被災
していない家などないような災害であったとしても，後世，誰がその事実を知ることがで
きようか。しかし，それでもしかるべき時が来たのであろうか。ああ，「器」よ。まるで割
符が合わさるかのようだ。私はため息をつかずにはおれない。そこでこの器を「潠水の器」
とし，喜んで死者の精霊の傍らに捧げよう。

そして，後の「厥銘」と題した漢詩（五言絶句）に続きます。
　「器」・「潠水の器」が何のことか意味が分かりませんが，とにかく湯川為善は過去の土
砂災害により，西の嶺で犠牲者が出たことを伝える何かを発見し，それを記念して，こ
の慰霊碑を建てたことが分かります。
私たちは，台風12号による土砂災害をきっかけに，忘れかけられていた過去の土砂災
害を物語る，この碑の存在を再認識することとなりました。

人通りのない山道の傍らにある石碑（赤い矢印）
以前は高い塔でしたが，倒木により，バラバラに倒されました。

九重付近の地質・土石流発生状況・石碑所在地
『「想定外」豪雨による地盤災害への対応を考える調査研究委員会報告書』

p.137図-3.3.119を一部加工

北面（第4面）
かつては碑文があったそうですが，

全く見えません。

＊現在判読不能な箇所の読みについては，地元の玉置利一さんが平成17年ごろにおこなった解読を参考にしています。

西面（第3面） 南面（第２面） 石碑東面（第1面）
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火災を免れた仏像 北山村竹原
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北山村竹原の集落を国道に沿って進んでいると，やがて西側に立派な石垣を構えた
東光寺が見えてきます。曹洞宗の寺で，中世以降，熊野地域を拠点に活動した竹原氏
の一族による開基と伝えます。
本堂は，平成26年に山門とともに国の登録有形文化財に登録された貴重な建造物
で，その内陣に，寺の本尊・薬師如来坐像が安置されています。

右手をそっと胸前に掲げ，左手に人々を苦難から救
う薬壺〈やっこ〉を携えて坐す姿。小作りな目鼻を配し
た顔立ちには気品があり，着衣の襞〈ひだ〉は深浅交え
た写実味豊かな表現を見せています。手の肉付きは実
に柔らかで，血が通うかのようです。その洗練された
造形は，江戸時代，17〜18世紀ごろの，かなり腕の立
つ仏師の手になることを物語ります。
東光寺の現在の本堂は，棟札によると，弘化4年

（1847）11月，当地の大庄屋らの寄進で建てられまし

た。東光寺の半鐘（明治36年〔1903〕）には，寺
が弘化元年（1844）2月に火災に遭った旨が記
録されており，その3年後に再建されたようで
す。『新宮市誌』や『北山村史』を参照すると，こ
の火災は，「強盗が寺に押し入り財物を盗み，住
職を殺害した挙句に火を放った」という悲惨な
ものだったことがわかります。
寺の関係者のお話によると，このとき本尊と
鏧子〈けいす〉は，村人たちの気転で救出され，奇
跡的に焼失を免れたといいます。
寺に残る鏧子には，火災の約70年前，明和8年（1771）に
寄進された旨が刻まれており，救出の事実を裏付けていま
す。薬師如来像も，火災時より古い17〜18世紀ごろの作と判
断されることは，先に記したとおりです。
東光寺の半鐘の銘には，「享保20年（1735）に寄進したもの
が弘化の火災で焼失したため，その子孫が再願してこの鐘を
奉納した」旨が明記されています。火災で失われたものは少
なくなかったでしょうが，それでも村人たちは，焼失前の寺
の記憶を胸に，再生を志して力を合わせました。薬師如来像の慈愛に満ちた眼差しの奥
には，寺を守り抜こうと奮闘した村人たちの営みの記憶が秘められているのです。

明和8年の寄進銘がある鏧子

東光寺の半鐘とその銘文（一部）

　【
原
文
】

享
保
弐
拾
卯
年
七
月
願
主
先
代

山
口
羽
右
ヱ
門
寄
附
処
弘
化
元

年
二
月
当
寺
火
災
ノ
節
破
損

セ
シ
ニ
付
嗣
孫
仙
七
郎
父
子
再

願
ス

（
中
略
）

維
時
明
治
参
拾
六
卯
年
五
月
吉
祥
日

（
後
略
）

　【
現
代
語
訳
】

　
享
保
20
年
７
月
、
先
代
の
山
口
羽
右
衛
門
が

願
主
と
な
っ
て
鐘
を
寄
進
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
鐘
は
、
弘
化
元
年
２
月
の
東
光
寺
の
火
災
の

と
き
に
破
損
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
羽
右
衛
門

の
子
孫
の
仙
七
郎
父
子
が
再
願
し
て
、
こ
の
鐘

を
奉
納
す
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

明
治
36
年
５
月
吉
祥
日　
（
後
略
）

←新宮

大沼

竹原 熊野市 
神川町花知

国
道
169号

北山村役場

北
山
川

東光寺

東光寺本堂（国登録有形文化財）
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1852年の災害と大沼村の記録 北山村大沼

大お
お

沼ぬ
ま

区く

有ゆ
う

文も
ん

書じ
ょ

　
大
沼
区
蔵

■	

関
連
す
る
災
害　

�

嘉
永
５
年（
１
８
５
２
）干
ば
つ
・
洪
水

■	

作
成
さ
れ
た
年　

嘉
永
５
年

■	

作
成
者　

大
沼
村

■	

材　

質　

紙
製（
和
紙
）

子七月廿一日之夜大風雨洪水ニ付本田畑新田畑荒所書上　ひかへ

①②
嘉永5年（1852）は，紀伊半
島一帯で日照りが続き，各地で
雨乞〈あまごい〉がおこなわれた
夏でした。
7月20日（現在のこよみでは
9月3日），待望の雨が降りま
す。しかし，その雨はますます
激しくなり，北山川で洪水が発
生しました。そのため大沼村で
は人家が流出，11人ほどの命が
失われ，村の田畑も中洲や猪飼
（旧北山小学校周辺）を中心に被
害を受けました。
左上の写真は，洪水の直後に
田畑の被害を記録した文書で

す。被害を受けた面積の報告のあとに，①には，風雨・旱損と並んで洪水時に田畑へ水
の流入があったこと，②には，洪水によって地形が変わってしまい，耕作不可能となっ
てしまった土地があることを紀伊藩の役人に申告し，調査のうえよろしく（救済や減免
を）お命じください，ということが書かれています。
このように，大沼には江戸時代の初めから近年に至る文書が伝えられています。文書
の保管にあたっては，区有文書の来歴を記してその価値を伝え，また「年一回虫ぼし要
す」という注意書きのもとに，継承されてきました。
大沼区有文書から，地域の歴史や過去の災害を知ることができるのは，記録を伝えて
きた先人たちの知恵と努力の賜物，といえるでしょう。

【
原
文
】

①
　
右
は
風
雨
旱
損
幷
ニ
水
入
ニ
而

　
傷
申
候
御
見
分
之
上
宜
敷
被
仰
付

　
可
被
下
候

②
　
右
は
洪
水
ニ
付
地
形
破
損
仕

　
大
荒
ニ
御
座
候
御
見
分
之
上

　
宜
被
仰
付
可
被
下
候

文書箱をあけたところ大沼区有文書保管の様子

←新宮

竹原

熊野市神川町

熊野市育生町

国
道
169号

北山村役場

北
山
川

東光寺

大沼

←新宮
国道169号

北
山
川

北山村立
北山中学校

北山村役場

勝手神社

北山村大沼周辺の通称地名
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「災害の記憶」の発掘
「災害の記憶」は，さまざまな形で残されています。紙や木の板に記録されてい
るほか，誰でも見られるように，屋外に災害の教訓を石や金属に刻んだ記念碑が
建てられることもありました。文字には記さず，言い伝えられることもあります。

　災害から命を守るためには，過去の災害を歴史的・科学的に研究すること，そ
れを身近な問題として地元住民が共有し，減災の実践的な活動に広げていくこと
が必要です。

　識者によるアドバイスや自治体の理解・判断によって自治体史編纂資料が散逸
や災害を免れ，適切に保全される例があります。

身近にある文化遺産の所在確認
　不幸にして文化遺産が被災してしまった時，それらを保全する取り組みが必要と
なります。その場合，あらかじめ，どこに，どのような文化遺産があるかを把握し
ておかないと，スムーズな対策をとることができません。今回の調査では，地域
の寺社などを訪ねて，文化遺産の採寸・撮影をおこない，記録化する作業も実
施しました。

過去の災害の記憶は，今を生きる私たちにとって
も，災害から命を守るヒントを示してくれる貴重な
遺産です。新宮市と北山村の両地域にも，過去の災
害の記憶を伝える資料がいくらか残されていまし
た。これまであまり知られていなかったものがほと
んどですが，今回，地域の方々のご協力のもと，詳
しく調べる機会を得ることができました。中には，
しばらく所在がわからなくなっていた資料が，調査
の過程で偶然発見されたという場面もありました。

減災カフェ
元新宮市防災担当理事の上野山巳喜彦さんは，

「減災カフェ」を2015年10月にスタートさせまし
た。それまでは「防災研修会」として会場を変え，不
定期におこなっていましたが，同月から街中の喫茶
店を拠点とし，ほぼ月一回定例的に開催していま
す。コーヒーを飲みながらの，市民を対象とする気
軽な災害対策講座は，「過去に学び，現在を点検し，
未来に備える」ことをモットーに，地域の災害の歴
史を知り，実際に役立つ「実用減災学」を共有することが目的です。新宮の過去500年
の災害の歴史を，わかりやすい図表や写真，文献で紹介する一方，非常持ち出し袋に
は何をどのぐらい選んで入れておくべきかなど，実際に役立つ身近な知識も提供して
います。

熊野川町史編纂資料
自治体史編纂資料は貴重な文化遺産ですが，
さまざまな理由によってそれが散逸してしまう
場合があります。それに対し熊野川総合開発セ
ンター・熊野川行政局に保管されている熊野川
町史編纂資料は，散逸を免れたモデルケースと
いえます。同町史史料編1・2（2001年，2004
年），通史編（2008年）と刊行されるに先立ち，
まず古文書などの膨大な数の原本が丁寧にコ
ピーされました。通史編刊行後の2008年4月
から12月までリスト作成がなされ，コピーはファイリングされました。原本は主に
行政局4階に，コピー（副本）は2階に収納されています。編纂室職員の判断，編纂委
員長から町長へのアドバイス，そして町から（合併後の）新宮市への引き継ぎ等により
この事業は完遂しました。原本が4階に収納されたのは水害を想定してのことでした
が，行政局が中3階まで水没した2011年9月の水害からも難を逃れました。

今回は，新宮市・北山村の寺院9か所を中心に，
文化遺産の所在確認をおこないました。その過程
で，地域の歴史を物語る書き付けがある仏像や掛け
軸，文書をはじめ，今から600〜700年前につくら
れたと見られる仏像も確認されました。
新宮市佐野の南珠寺では，涅槃図の調査を実施
しました。その裏書には，江戸時代の享保17年
（1732）に，下市木村（現在の三重県御浜町下市木）
の寺の和尚のもとで剃髪した「顧信道心」なる人に
よって描かれ，寄進された旨が記されています。江
戸時代の紀南地域を舞台とした人間関係の一端を伝
える貴重な資料です。素朴で暖かみのある画風で描
かれたこの絵を前に，寺に集う人々は仏教の教えに
親しみ，信仰を厚くしたことでしょう。（涅槃図は，
毎年2月1日〜15日の涅槃会の期間中に限り，南珠
寺で開帳されます。）

過去の土砂災害に関わって建造された
石碑の調査（新宮市熊野川町九重にて）

「減災カフェ」の様子
（2017年12月16日　喫茶&パブ ロッコにて）

熊野川町史資料室
（熊野川総合開発センター2階）

文化遺産の所在確認の様子
（北山村の寺院にて）

南珠寺の涅槃図（部分）

今回おこなった調査の内容 命と文化遺産とを守る ―地域での実践―
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（歴史資料ネットワーク作成の資料から抜粋して，転載させていただきました）

　この冊子を作成するにあたり，新宮市，新宮市教育委員会，北山村，北山村教育委員会，歴
史資料ネットワーク，神戸大学，和歌山大学のご協力をいただきました。このほか，ご協力い
ただいた個人の方々のお名前については，紙面の都合で掲載することはできませんでした。こ
の場を借りて，お礼申しあげます。

先人たちが残してくれた「災害の記憶」を未来に伝えるⅣ
－ 命 と 文 化 遺 産 と を 守 る た め に －
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